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l Laws, p

**30 

;

;

v

'-
v
 

，

、

■:
-/'
: .

:
7
.

 

v
r
” 

J
 

-
.
L
v

;'
?
 

'
-'
;

-
.:
'
•.
■

.

.
，
パ

:
卜

'

.

.

,

.

•

.

.

 

,

>

.

,

、
 

.

.

.

.

，

.-

.
ミ

.
•*.
•

,
i 

• 

- 

... 

r
v
- 

- 

'
.

■'
1

斯
乂
蕾
的
要
素
を
處
理
す.：
る

爲

：：
に

：
多

.元

相

：
關‘の
方
法
：が
最
良
で
あ:2
»淳
は
.疑

問

が

な

、い
.が

、
：：
：
併

• 

. 

.

■_‘期
に
亙
る
妨
窖
要
素
の
影
響
：を
除
去
す
る.は

必

ず

し

も

容

易

で

，な

.い
。
t
<D
目

的

，
に

應

ず

，
る

爲

に

‘良o
o
r
e

，
は11

ヶ

.の

方

法

を

採

用

し

た
。
相
對
撕
變
化
痛M

l
o
d

窗

R
e
l
a
t
i
v
e

 

C
h
a
n
g
e

及
び
對
傾
向
値
比
率
法M
e
t
h
o
d

 

o
f

 

T
r
l
r
a
t
i
o
s

こ
れ
で
あ
る
。

.1
'
-
.
%
' %

ば
相
對
的
變
化
法
と
は
何
か
。M

o
o
r
e

日
く「

需
要
さ
れ
る
商
品
の
量
の
絕
對
量
の
代
り
に
相
對
的
變
化
を
と

れ

ば

、

人

口

檢 

:加
粑
ょ
名
影
響
は
先
ず
大
--
|
|除
去
^

れ
る
：.'
'
0-
相
對
聰
す
名
_

嘴
游
？
代
^

に
.

相

與

的

變

化

省

牡

ば

.
'

-~
*
般

物

價

水

準

の

動

搖

迄
 

%

-̂
項
,
.はJ

部
分
翁
去
^

る
嚷
と
农
る
”

策
し
そ
の
觀
察
に
丄
て
ノ
價
箱
の
#

數
め
循
環
期
壹
含
セ
期
間
に
f

尨
の
ぜ

f

,

且
，つ

遲

策

缪

雄

、
茲
に
變
す
る
■

•̂
_

邀

管

:1
1
要

格

要

^j

れ
る
商
cnn
の
量
の
變
化
と
の
關
係
を
集
約
す
る
と
こ
ろ
の
非
常
に
正
確
な
公
式
を
與
へ
る
こ
と
、

な
る
で
あ
ら 

ぅ」

ぃ

對

的

變

化

-法
と
は
與
へ
ら
れ
た
粗
材
の
代
り
に
そ
の
相
對
的
變
化
を
採
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
の
'場
合
、
或
ひ
は
年 

A

'c
o

ボ
分
舉
赞
此
で
^

或
ひ
过
爾
^

邡
^

卿
あ
魂
谓
比
瘅
で
飞
ょ
象
に
な
る
、
併
し
，S

C
I
Z

は
後
者
は
常
に
|£
數
で
：あ

暴
 

池
•

ら
、
：土
;̂
の
.み
令
廉
洲
^

ズ
ゐ
^
:
:
:
薔
:.
1
.計
尊
忆
傑
し
て
容
邊
に
墨
^

利
用
し
ぅ
る
如
ら
，で
あ
る
0

イ

> <

R

格 C
Y
3

 

に
敗
：て
は
.
.
-.'
レ 

- 

.V-
-'
ノ

/:
■
• 

.
 

“

'
._
■
:

.
.,
二

、

';
ぃ
：

、
 

一

.■ 

…

:
:
:
.

.

 

f

'.
:
 

y

 

. 

. 

+ 

, 

.

.

.

. 

- 

.
- 

, 

‘ 

-
• 

,
< 

. 

,

-/
. 

V
i
'
.
-
.
.
,
: 

» 

v

 

.
 

L 

. *. 

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

へ
.

，

ベ

.

'

-

'

^

 

.

 

一
：

：
：

. :
-
 

K
v
:
,
y
'

 

パ

：：

。

'
'
，

.

 

v

.

:

’
-

:

, :
:
;

で
■

■(

進

そ

'

■

.

消

項

格

き

,

「

.；

し

，
達

.
_

笑

念

I



,
,具

體

的

霞

農

の

，
導

^
に
.就
て
 

一

八

i

n)

ぃ.

，
次

に

對

傾

向

猶

共

_
法
^
は
、
'需
要
曲
線
:(
0
滇
出
に
際
し
て
、
.
.絕
對
價
格
及
亦
そ
れ
に
對
應
す
る
絕
對
量
か
ら
す
る
代
り
に
、
是
等 

の
價
格
及
び
量
の
オ
れ
ぐ
の
倾
向
値
に
對
す
る
此
率
か
ら
す
る
方
法
で
ぁ
る
。
何
故
か
V
る
方
法
が
可
能
で
ぁ
る
か
。「

若
し
觀
察
期 

間
を
通
じ
て
、
_
論
.の
要
求
す
る
が
如
く
他
.の
事
情
が
等
し
か
つ
た
と
す
れ
ば
、
價
格
に
つ
い
て
も
量
に
つ
い
て
も
長
期
傾
向
値
は
# 

#
l>
:
^
i。■併
じ和

！！

系
列
中
に
長
期
傾
向
値
の
存
在
す
る
事
實
は
、
他
の
一
切
の
.事
情
の
等
し
か
ら
ざ
る
、
換
言
す
れ
ば
一
つ
又
は 

多
數
の
妨
寄
的
要
素
办
存
す
る
證
據
で
ぁ
る
。
故
に
傾
向
値
を
生
ぜ
し
め
、
時
と
典
に
異
る
正
常
値
を
作
る
も
の
は
妨
害
的
耍
素
で
ぁ 

1

1|
_斯
く
ヤ
現
實
の
價
格
を
そ
の
茈
翁
價
雜
即
ち
倾
向
値
に
對
す
る
比
率
に
換
算
す
れ
ば
、
.當
該
商
品
の
價
格
に
及
ぼ
す
長
期
的
妨
害 

槊
素
の
影
響
を
先
サ
大
體
除
去
し
ぅ
る
事
^
な
る
。：：.供
給
量
に
つ
4
て
^

:樣
沧
ぁ
る
。」

っ
吾
人
0
與
件
は
.、假
令
數
年
に
苴
る
も
の
で 

含

て

渗

_

修
|
 

f

 

i看

は

、
恰
i

'

I

S於
け
る
觀
察
1

1

1

1ら
^

..へ”
 

へ
'
'

n て

.'
ぺ 

s

r
 
パ

て

..：

.ノ

ハ

丨
こ
の
.對
傾
向
値
坊
率
法
は
右
の
如
く
傾
向
値
：を
以
て
正
常
値
:4
:
見
做
す
：の
^
ぁ
る
が
、
，：併
セ
銃
計
的
傾
向
線
が
果
し
：て
：理
論
的
茈
常

\
-ト,
}
. 

..
'
.

<•
. 

.. 

+
•

.

.

.
,

.…

./ ，.ノ 
-; 

- 

•
•

.

.
- 

: 

■

-
-

値
^

^
激
し
.ぅ
石
々
否
や
.は
^

に
因
難
な
問
題
で.ぁ
るO

S
: 

l
o
^
H
c
c
i 

.

は
：.こ
：：の

點

ょ
:;
1)
^
:
.の«
の
.方

法
;^
據

る

需

要

曲

線

の

不

確

定
 

性
'$
:
論
じ
て
ゐ
る(

註
5

。
，
鬼

此

角

、
或

，
る

年

の

消

鹰

及

が

慎

«
の
賴
向
値
を
そ
れ
疋
办*1
.

^

す̂
れ
ば
、
求
む
る
對
傾
向
値
此
率
は
そ

れ

ぞ

れ

V
, 

:

:v 

- 

I 

,

|
|
!

i
i

I

I
i

i
i
I
s
f

I
I
!
r ：

I
!

を
以
て
示
さ
れ
る(

叉
及
び
丫
は
或
年
の
價
格
及
び
量

)

。

'
. 

•
..
i
 

.

.

.

.

.

.

. w 

.

.

.
?
',
.,•+■
 

‘ 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
,註
一
こ
れ
に
關
す
石
一
般
的
师
題
は
、

_

拙
稿「

統
計
的
長
期
傾
向
値
と
理
論
的
發
展
祀
常
値
，

(

本
誌
第11

十
九
卷
第
四
號
に
多
少
詳
細
に
論
じ 

’
'.
'
•
'
餘

 
一
 

V

Wぎ V

 
戶

d
-
sr.Gesetze des; Gleichge 

善
 

&f:
!3
'
^
l::
-
.
H
.
.'
c
o
C
I
r
u
l
t
z 

(zeits&rift

r>Nationa

orkondmie> B
d
v
l
L

ffi
-eft. s. ssv

V 

 ̂

V
' 

. 

 ̂

 ̂

'

A
斯
く
原
激
：

又
： .

は
奪
さ
れ
た
材
與
そ
の
i

,の
、
代
り
に
そ
れ
ら
ぬ
運
環
此
率
次
は
對
^

询
値
比
率
を
求
め
れ
ば
ジ
消
費
及
ガ
價
楮
以
. 

外
の
；諸
耍
素
文
甚
く
變
勸
，拟
路
^

餘
法
さ
れ
名
；事
去
な
;;
»
)、，，观
：5
'て
.右
^

連
援
比
韋
又
沧
對
顧
向
■

比
：率
に
0

き
、
«

格
と
消
«
忐
の 

關
览
ホ
決
定
す
れ
仗
、
求
む
る
需
要
曲
線
が
、
即
ち
具
體
的
需
要
法
則
が
、
得
ら
れ
るQ

.

で
ぁ
ふ
。
相
對
的
變
化
法
は
一
九
一
四
年
ぬ 

於
^

M

c

o

r

e

f

c

l

o

v

r

.

沐
國
：に
.於
け
：る
：玉
蜀
黍
ハ
乾
草
、
.燕
麥
。
篇
鈴
薯
$

»
要
曲
溆
導
埤
に
利
和
さ
.れ
^(

£
。0ロ
1
?>
*

0
3复
 

j
e
i
r

 

.
:
L
a
:̂
^
::
a

'

c

a

l

s

,

1

^

4

)

ヴ
併
し
こ
'0
«

合
忆
^

同
氏
の
顧
表
し
た Elasticity, of D

e
m
a
n
d

 and 

Flexi

/criHfy 
0
iH
>
s
i
p
e
-w
.(J. 

of the 

A
m
e
i
：ican 

St, 

Association, 

MaMch,

1ほ

:^
ま
_
傾
向
値
比
率
法
が
始
め.て
適
用
さ
机
龙
虛
要
論
文̂

^

と̂
の
方
法
及
が
連
環̂

率
法
の
最
名
巧
妙
な
適
洵
は̂

f
 

J(
 

.ノ
 (

以 

w
o . 
.
.':
o
2
1
^
3
^
.

-t
J 

ans-u^ply,. with 

s
p
e

-aa
l

l>:pplication to 

Sugar, 

1928 

に
見
ら
れ
る(

誅)

c
®
.
,

右

書
.0
前

半
-;
:
.
'
»
即

ち

需

要

に

關

す

る

部

分

は

.'
;%

始

め

：«-
,
<
:
^
8
2
1
1
.
,

8>
:-
5
1
. 

Econ. ;1925* 

;
N
O
S
.
:

ot
i

d

v.«
>
ヒ

,

.'

.

-
 

• 

• 

.

.

^

'る
に
;(
^

氏
^〕

九
三
:0
年 

F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r

 

G
e
s
e
l
w
c
h
a
f
t

 

f
r
K
o
n
j
u
’n
k

H-r
f
o
r
s
c
h
u
n
g
、

に
寄
稿
し
た D

e
r

 

S
i
n
n

 

dei; 

s
t
.

îa
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:いv . ：f 切 • :fベ; !：J；' v.:. .、、 t

卜 亭 旗 や -fベo寧 满 " M
4 b * '  <■

xh  v -

"具
鵲f

齋
势
油
線
め
.寧
出
^

就V

,
?)
連
環
比
率
法
が
系
列
の
發
，
 

.展
傾
向
を
除
去
す
る
有
力
な
.
.

I

方
法 

で
あ
る
こ
と
は
、
.例
べ
ば
.

?

e.:
K
o
n
s 

の
季
節
指
數
算
出
.に
利
用
せ
.ら
れ
つ 

:VJ
,

:f
e

^

事
.**
か
.ら
.親
ふ
，

事
.：

が
出
來 

.る
。
'#
し
他
方 
>
:潑

展

傾;^
そ

め 

の
は
所
謂「

傾
向
線
の
當
嵌」

に
ょ

つ

 

.
て
最
も
^V

测

定

さ

れ

ゐ

の

で

：
ぁ
：
る 

，
か

ら

、
斯:<
し

て

.
求

め

た

傾

肉

線

を
 

基
礎
と
し
、
そ
れ
か
ら
の
偏
差
を
採 

:
'れ
ば
P

連
摄
比
.率
法Q

場
合
^

同
.じ 

一<

:•
>
:
:li
ic
-發
展
傾
向
を
除
去
し
々
名 

「

喾
で
ぁ
る
>.
9
,.然
夺
に
傾
向
鸫
の
當
嵌 

そ
の
.も

の

に

は

嚴

格

な

る

，

一
：：：
定
0

基

： 

m

が

存
#

1>
沒
{ /
*
■
■
か

を

、

#

び
^，
傾 

年

七
'

£:
^

1〕

具
孅
；̂

袈
晛
線
：の.導
出
^
韓
て
''I'HC 

a

八
8
 

ぐ̂

^
修K

材
料
ば
^i

線
の
，傾
度
を
變
化
せ
し
め
る
が
、
‘併
し
，落
化
せ
し
办
を
於

i

で
、
決
し
て
除
去
し
ぅ
る
も
の
で
な
い
#
は
言 

ふ
迄
も
私
ぃ
ド
故
に
が
柘
ふ
材
料
に
基
い
て
矿
に
連
塡
此
率
法
又
ば
對
傾
向
値
地
乾
變
が
耀

”
を
欽
^
辦

か

染

賢

で

私

る

デ;:
; 

マ
'

今
、
.前
例
^

倣
；

5
先
允
連
環
此
#
法
を
適
用
し
て
兒
や
ぅ
。
：
い
まy
修
正
さ
^

^

0̂
_

氣

量

お0,
'̂
;

關
如
^

^
求
め
れ
ば
、
を 

の

系

列

間

贫
■
ゼ
係
は
必
ず
.し
が
覆
茈
の
場
合
^

_
明
瞭
お
ば
1其
？
.咴
ぃ
.
0、襄
靶
そ
の
相
關
係
數5:
'
-
.求
が
_
 

i
:
p
0
7

で
、
麥

正

の
^

^

'

”
げ
l-
o.
ov
i
7
l€
5
o
&
と
大
差
は
な
い0;
-
で
-ぁ
る
0
.故
に

氧

に

相

關

々

：.傲

0;
^
か

レ

見

：れ

ば
'
:修
圯
は
：
 

畢
竟
無
#
義
だ
:̂
,
^
を̂
が
、
併

じ

茬
じ
熟
_

_
が
_
於
林
棘
と
11
>
:で
か
^

に
|

&
お

い

：
ふ

事

於

理
_

甿

免

認

さ

れ'る
が

ら，
^
 

ま
た
自
ら
別
の
結
論
が
下
さ
れ
石
で
あ
らW
O
, 

, 

1 

^

圖
に
做
り
セ
兩
茶
现
が
關
係
を
祗

i

圖h

樣
せ
ぱ
先
.の
^

ニ
圖
0:
'

‘
點
4

わ̂
、.問
題
ば
同
匕
く
、
そ
の
：各
點
に

#
\

- V
.'
.
•
.
,
.
-
: 

.

.

.

.
-
.
.
.
.

い

.

.

.
，

.

.
，
？

 

. 

.

一̂
.
.
*
- 
->:
!
、
-
.
.*
.
.
.
、
;
'
1
.
-
.

ノ

,
-
•
-
.'
■

C
; 

' 

' V 
，.ぐ
.
\.r
 

>
!■ 

.
 

„t,' 

.

1

.

J
. 

,
• 

* 

. 

V 

•.

も
;̂
ぐ
適
合
ず
る
囘
歸
線
を
如
何̂

^
で

求

め

ぅ

る̂
に
歸
着
す
^:
0
/そ
1>
.
前̂

と

同“
0;
壤
由
ぬ
.ょ
：
つ̂

:八
、
:̂
及
び
；2
;
0,三
直
し 

線
の
ぅ
ち
:-
-
>
,
特
に
！5
線
を
以
て
.

「

最
適
線」

と
爲
す
の
で
ぁ
る0

.

」

こ
の
化
線
，：0
祅^

=
=
a
.
2
M
1
7
X
^
M

 

W纪
衣
！§

要
法
則&

意
味
ず
る
^
じ
み
i
ll>
り
消
#'
'
量

の

趣

摄

比

率

.に

於

け

な 

1

ボ

ィI;

ト
、
の«:
加(

叉

は

減

少

)

は

、

眞

實M-
;
格
O'
連

環

，比

率

£:
於

げ

る

一

1
6
.八

ボ
4
^
K
:
o-
下

落(

又

：̂

貴

：}と

對

應

す

る

^

い 

f

 

1

1

^

つ

て

、即

ち
'
.
、

7
=
T
l
i
7
(
®

H-3
.
1
1
3
Y
0

 

:
u ご 

C

 
マ
べ'

I

”

.

.

,

;

ベ
.
'
i

s

 

又

社 

x

=

I

M
:o
o

.s(

^

-)

+
l
.

i
{s
x
o



具

擒

痛

蕾

線

虐

虔

琢

で

' 

ニ

八

(

一
八

3 

'
.•
4
1
'

向

線

0
凾
數

.の
形
に
つ
い
て
豫
め
何
等
か

0:
假
定
を
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ

'。
こ
れ

.に

就

き

#
11&
2翁
ぐ

-1
消

費

及

汉

慠

格

に

傾

昀

線

5:
:
.

,
常

嵌

め

^
扣
¥
お
^
で

迤

等

變

鱗

S

骸

響

ぢ

與

べ#

,
の
*

5

_係
を
不
明
瞭
な
ら^
む

が

如

き

妨

窖

要

素

を

除、

.去するる。袭し

.
1
.
切
の
妨
害
的
要
素
ゅ
し
て
除
去
せ
ら
れ
ん
か
、
變
數
間
の
相
關
夂
係
は
辂
金
な
冬
ぺ
魯
が
故
で
あ
：る
？
故

.
£

* 

.

.一

.

.

.

.

こ
0
目
妳
を
最
も
^.
く
遂
行
す
る
傾
向
線
：が
最
適
當
だ
と̂
ふ
事
に
な
る
0
:換
言
す
れ
ぱ
、

〗

消
費
及
び
憤
格
杧
つ
い.で
そ
れ
<
^
當
嵌

■ 

.

1 

....
 

.

.

.

. 

*
J
. 

- 

.1

ぶ
ち
れ
炎
傾
向
線
拎一
鰍
の

.ぅ
ち
ゼ
ハ
：偏
差(

對
傾
向
値
比

'率)

が——

他
の
事
情
に

1>
て
等

1>
い
眼
及
$

最
見
相
關
的
な

.ー：組
を
選

我
べ
き
f
あ
る」

失

へ

，V

.,
,
? 

、

，.•「

：
' 

.

,
:
'
:
J
■

.
 

| 

r
-
.
A 

V
,
.
.

,;:
)
,
ク
 

u >■ 

. 
/
/ 

/ 

.

ふ
 

.

1
こ
の
樹
理
を
非
翁
茈
の
材
熱̂

^
用
4
.で
、
彼

は

消

費

に

就

て

は"2
,
7
7
0

004

十
l
-o
5
.
3
1
s

『

+

^

l
，̂2
t
s 

I
'o
b
6
3
5
2
t
_
.

な
る

■
、
 

\
v 

5 

; 

f 

r 

0
. 

'/
 

,
/
/ .ゾ
 

\ 

.

三
次
方
程
式
餐
使
格
m
就
て
は
同
じ
く T

が
：̂

4
^
|
，
00
1
十
0
0
6
2
4
6

な
十
0
0
0
2
^

>
- , 

, 

.

.

.

-

.ゾ 

-
o 
.
 

.
 

i

得

た(

起

點

冀
fe
H
九 d

H

 
年

七

月

)v

 

‘ 

4
、'々
'
>
,
/

〕

.

J 

c 

-

V
;
.
.
- 

、
‘

•/
' 

へ
/ 

. 

. 

'

'0
;

;
 

ノ 

—

/

V

'

.

.

彼
竑
翕
の
1
4ケ
0
傾
屢
を
選
定
す
る
に
當
つ
て
豫
め
消
费§

1

P

ば
四
ダ
價
格
に
つS

て
按
髮
の
異
る
倾
向
線
を
試
み
、
.冬

V 

\ 

* 
.

1

1

、

>
.
. 

ゾ'
/•K

,

...

の

組

合

せ

，
ニ

屮

四

駔

^
つ
.
.き
相
關
，係
數
を
算
出
し
、'結
局
右
の
1
ー
つ
5:
.
1
Mと
し
た
場
合
の
相
關
係
歡
が
最:?
>大
^:
る
を
發
見
^
1
=
:

.

ノ
 

\ 

\ 

• 

I
- 

; 

• 

.
H 

.

.

.

'V* 

- 

, 

/ 

:

丨
0
.
700
^

斯
<-
て
率
のTT

つ
の
傾
向
線
を
以
て
最
適
當
と
認
め
た
の
で
あ
る
/

:
: I

パ

■
 

^ 

...

」

斯
く
兩
系
列
の
傾
向
線
が
決
定
さ
れ
、
ば'、
對
傾
向
値
比
率
は
容
易
に
求
め
ら
瓜
石
。
例
へ
ば

J

也
の
:0
年
.の
消
費
の
倾
向
値
袪
，ー
 

五
六
九
噸
な
る
事
が
第
出
さ
れ
る.か
ら
、
こ
れ
を
以
て
同
年
の
總
消
費
量

一
1

四
八
六
噸
を
割
れI

”
•丸
^
八
：な
冬
對
傾
fn
l
做
：

が 

■
求
め
ら
れ
、
同
様
に
し
て
同
年
の
懷
格
の
そ
れ
は
、
傾
向
値
四
•
六
三
六
仙
を
以
て
同
年
の
實
際
のf

 

•

i

o

f
割
つ
た】

•

一
•四
八

と

な̂

Qで
あ
る
。
„斯
承
芯
計
萬
を
金
期
間
に
就
て
行
ひ
、
各
年
度
の
雨
系
列
の
對
傾
向
値
比
率
を
求
め
れ
ば
、
爾
後
の
操
作 

法
t

f

 
f

 

G

讓

I

I
出

し

義

s

f
 

f同
じ
で
t

、
f
 

fた
I

I
關
圖
の
上 

に
，尿

^

最
尨
適
嘴
な
囘
歸
'線
を
描
时
ぱ
ょ
い
の
で
あ
つ
て
、
前
記
の
場
合
七
同

^
く
、
，‘|
_的
に
福
き
々
石
歡
，ダ
の
..囘
^
線
.の
.
^

^
 

.
へ

.

ン

 

r : :

_

:1
1

廳

？
^

,'
,
’

： 

• 

•:,
:
ぃ
へ
：
 

'
'
か
..r
s 

パ
、

:

へ
：
■.
 

: 

:
v
r

 
へ'
-
':
::.,:::、
,

を
得
た
。
こ
.れ
即
ち
對
哺
向
値
比

.率
法

.を
非
修
征
材
料
に
適
用
し
た
場
合
の

.需
要
法
則
で
あ
る0

そ
の
意
味
す
る

と

こ
ろ
は
、
消
钹
の 

對
傾

{
|:«
比
率
に
於
け

;^
: L

ボ

M
ン
十
の
增
伽
社
ジ

^
格
め
そ
机
に

;-
^
け

A

V九
八

^
ィ
シ
ト
の

:«
下

1
對
應
す
る
、
或
ひ
は
慣
格
比 

率
に
於
け
る
一
ド
ィ
ン
、ト
‘の
M
AI
I
は
、
消
費
比
率
の

.His
u
00
!
tv
)
l
:
=
p
5
1

ポ
ィ
ン
ト
の
減
退
に
對
應
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
、

. 

，
丨

猶

ほ

右

式

祀

於

け

る

欠

及

び

^
は
そ
れ
ぞ
れ

7
^
.及
：％
^
,で
あ
石
か

“ら
、
，
こ
^

壹
狀
入
す
れ
ば
絕
對
量
に
て
現
は
さ
れ
た
次
の
方

0

M

^

.

,
 

，.̂ 

^
 

 ̂
a 

.
!■ 

 ̂

 ̂鐘

-へ

..
:
,
'
:
,
、
:,
,

-

.

. ニX

:
:
'
へ 

r
:

:
:

:
;

:

:
.ぃ
：
へ

V

9

 
り
，

VM
=
=:i
應

，

,

:v
十 2

.
.
9
7
S
I
V

 

ベ

,
ミ 
G
 

.

.

. 

;
v

.

.
::
k

は

：l

l

p

^

^

^

^

p

y

+

l

.

s

^

T

M
 

:

.:

.こ
::
-
;-.
パ

ご

’：
：.：'
.
:ィ

■
:
'
:

:

(

4 )

對
倾
向
値
比
率
法
は
素
：̂
り
'#
疋
运
れ
.た
對
料
:̂
即
あ
4
.人

當
':
»
)
猬

費

量

と

デ

フ

レ

ー

ト

さ

れ

た

價

格

に

就

て

も

適

用

す

る
 

.事
が
出
來
.る
o
;
,こ，.の
，
場

合

に
^r

 

‘前
述
の
非
修
芷
射
料
に
衆
け
.る
傭
.溯
の
場
合
と
同
じ
く
、
兩
系
列
に
當
嵌
め
ら
れ
る
多
數
の
可
能
的 

傾
向
線
の
-中
か
ら
、
.
f
eも
高
い
相
關
係
數
を
示
すr

組
を
採
ら
ね
仗
な
ら
ぬ
。

-?
?h

x
a
t
?

は
漱
罾
X

び
價
栳
の
雨
系
列
に
當
嵌
め
ら
れ

.
1 

h
- 

• 

r 

- 

V.- 

'.J 

i
.
, 

T
-
, 

? 

< 

• 

• 

. 

.

.

.

具
體
的
糯
製
曲
線
の
導«
に
就
"て
 

u

九

' 

(

H

B



具
體
的
需
耍
曲
線
の
勒
出
に
就
て
 

§

 

c
l

八
.

s
>

次
f

:
四

名

姻？

春
の
.
i

t
決

水

衰

ぞ

キ

:

i
 

H
M 

:

丨

丨
 

-

:

r

i 
■ . 

- . .. 

' 

J 

. 

■.
:
; 

.-■
-
'
-
- '
■
'I
.

■/ 

ノ 

r
it-
、
.
.
;-
■.
.
 

,
.■ 

-';
- V. 
: 

..'
J-
:
.
;
' 

.
, 

t
.
.

.--- ' 
、

-
-

V 
リ

.

.

.
V 
i

r
ベ

' 

.
• 

;

.
/
'
-
- 

- 

, 

n 

■'
 
.
 

... 

-
f 

.
 

, 

V
.

-
-
1
.

■

.

ぅ
-
.
.
.

、

慮

議

淨

電

？

_

1

4

寒

で

電
b

l
6
f

 

f
 

#
 
.

.

，
.：

 

. 

：：

を

A

を

採

頻

し

た
'0

ぶ

，
の

場

合
:0
南

者

間.の
.相

關

係

數

择̂
=

—

0
.00
0
±
0
0
^
 

と

大

差

' 

► 

i 

.
-
I
' 

f 

* 

* 

• 

s 

n 

.

.

. 
«■ 

k. 

J 

tr 

.

.
I 

-
y 

\

が

な

い

。

双

忙1
ヴ
^
斯

:<
傾

向

線.が
狹

定

，さ
，れ

た

な

ら

ば

，

前

記

の

場

合

と

同

じ

く

、

こ
れ

.ょ

り

各

年

度

に

.つ

き

對

傾

向

値

比

率

’ 

V
.
. 

，

+ 

.

. 

'
V 

V
 

.

.

.
V
. 

• 

- 

S 

*
. 

. 

.
 

, 

. 

.

.

.

. 

-■ 

. ..<.

.‘ 

C 

. 

: 

.

を
算
出
^
て
ヒ
れ
を
相
關
圖
の
上
に
承
し
、
最
後
に
そ
の
圖
表
上
に
求
め
ら
れ
を

^
能
な
る
幾
多
の
囘
歸
線
中
、
最
適
線
を
決
定
す
れ

.

.

.
-
• 

• 

.

.

.

.

.

.

ば
、
こ
れ
が
求
む
る
需
要
铀
線.で

あ

石

、
：
彼
'の
.計

算

に

從

へ

ば

、

こ
の
：場

合

.
の

該

曲

線

は

/■;
■.
.
 

■■
'
.
;
;
'
.

'.
..'
;
'
/
:
• 

.... 

v
\
:
.

•:
•
-
.へ
，- 

- 

- 

:
7 

广

•... 

.

.

.

.

;'
, ,
 
f . 

.

.

.
■'
.
>
. 

„ 

. 

.. 

. 

.
V
/
: 

-■
■
■
'
.
 

-*■
.-
- 

... 

i 

, 

i 

" 

/ 

.

.

.

.

4
 理

が

灌

■

濯

■

!

§
 遺

,

■

■

■_

■

，
へ
 

Xご
ダ
：，

.：：，.，.

：
:
::;r:

^
て
以
上の

. ：

直
線
的
需
要
曲
線.の
持
つ
弾
力
性
は
如
何
。
需
要
彈
カ
性
を
測
定
す
る
爲
に
は
>
豫
め
薷
罾
©
線
の
性
質
を
確
定
す
る

.?■.V 

- 

- 

•
’ 

I
. 

ノ 

.
，

I 

~ 

f

<
-
r 

,

l

i

t
ぶ

i

ベ
た
が
、
こ
れ
は
需
要
曲
線
が
確f

へ
す
れ
ば
、
彈
カ
性
は自
ら
測
定
さ
れ
る
と
い
ふ
事
に
馨
す
る
。

.
■
I
t
,

準

■

事
か
■

名

漂

逭

灞

需

要

繼

螽

出

志

が

パ

吾

逢

^

で
あ
も
う
。
冓
し
彈
カ
性
の
公
式
は，
.

で
あ
.る
；&
ち

.;
->
始
め
：1

:
る
時
點
め
.

を

求

め

ぴ

そ

れ

：に

4

-を

乘

汸

れ

仗

ょ

い

：
か

ち

.で
：
あ

名0
;例
〃

へ

ば

第

ー

の

®
要

«

線 

M
4
0
4
X
+
2
.
9
1
0

 

に

於

て

は

&

h

. .

Ou

d
y

 

• dx
‘ 

1
.OO
4
0
4
 

い
：yb

II
M . 
P

2
CO

1̂

:

:

な 

H 

M
o 

X.:

で
あ
る
o'
然
n

右
需
要
曲
線
は
連
環
比
率
法
に
據
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。…

 

V

.

.
:"■
，
 

f-'■
■

'
.
:
n

;-
:
;
.
r 
、.
>
:->、7
.
.
:
,
.
:
-

ヴ
'.
'
..'
'.:
.-
;し
い:
:
:
*-
-
'、：
./
.へ
、

ゾ\'
.:
.
i
r
。
 

\
'
, 
:
ノ
 

；■•
, 

:
v
K'
i 

.
-.
.
.
. 

: 

; 

：

.
;

V
. y 

•
'
- 

. 

-1-* 

'
 

>
 

.ニ-

.，.

-

-パ
'

,

.

.

.

.

V

.

-

-

 

' 

.....

と
嘗
き
換
ヘ
ら
れ
る
？
と
れ
を
前
式
に
代
入
す
れ
ば
‘ 

‘ 

•

ぃ.

'

::
:
ニ
'
-
,
.
.
.
:
:
,

<:
.イ
'
:
: 

;

〜

 

■:■
.
' 

■

.

て

..ゾ
*'
'
-ン
'
:
.
.
'
-''

‘

. V..;: 

:■
J
V
'
' 

S

u

n

10
し
430- 

y
.

h
; 

'
1
' 

1

•

'•
♦
.
»,•
•
I

Iパ
.
.
.
* 

.

.

.

...

• 

I

.■:
ト
,
*
•
+
'.
.

,;
’
.
. 

.

..
•
,-
- 
-.一
 
+.J.
へ

.

. . 

\
 

..
•

.

.

.

-
■:
-
:
•
- 
\

.

.

.
'
.
.
.

 

'
.
‘
P

.

.

.

周
樣
に
、
同
じ
く
連.環
比
率
法
に
據
る
第
三.の
需
要
曲
線YH

I
2
.
0
S
1
7
X

十3.113.

に

於

て

^

彈

カ

性

係

數

は

'
，
卜
く 

I 
ぺ
.
Y
-
- '.
:■•
:
 
H 
- 

.
-
-
V 
-
Y
,
'
'

ソ-

.
’
■
:
 

-..V 

.ベ
い
-く

p
.
、T
-
.-.
V 

0
:ソ 

_

 

w 

.

H

n

u
 

I
 

2

o

,:
o
o
1
.
7
g 

%

h

h
 

I
 

s

oo
o

a

h

.
 

, 
,
, 

; 

V

と
务
る
ゃ
叉
傾
向
傾
此
率
法
忆
よ
る
需
要
曲
線
に
於
尤
は
.

KJ
=介

，：

で
あ
る
如
ら
第
：

H

需
要
曲
線
.Y:

=

丨S
7
S
.
2
X

ナ

; 

:
«•

• K 
H 

- 

'

ト

 Y

. 

.
二
.
.
- 

• 

.

.

.

-.
V - 

, 

. 

'

v ，i.

潛

7
00
.'°
>
<D
:彈
カ
性
係
數
は
^
:"i
l
l-
1

,

^

^
 
• 

4

又
第
四
需
要
曲
線
パ=
丨
2
ヒ

5
6
8
+
3
.
1
3
6
'

の

係

敫

は

•

メ
、
 

..

n
j
.
是
费
の
弾
力
性
係
激
は
需
奥

P

線
上
の
^
聘
笼
點
览
^

>
て
の
'

^
'7
?

#义
。
：.換

言

す

机

ば

、
：
，曲

線

上

：
の

各

點

の

係

歡

は

何

れ

も

變

' 

' 

へ
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

' 

• 

* 

:

.

A
麓

靡

英_

の
.翁

^

f
 

S

2
:八
.
S



具

總

繼

蒐

满

線

の

礤

出

セ

就

ス

H

a

c
i

八
六)

.

化
す
^
。
：
：
盔

し

點

办

興

る

.
杧

從

を

て

齡

'0
豐

響

〗

$

次
あ
^

零

杳

キ

:;
0
署

す

ガ

太

％
れ
ぱ
厶

贫
な
從
て
馓
力
性
は
小
と
な
り
、反默に

V
が
小
な
れ
ば
彈
カ
性
は
大
と
な
る
事
が
判
る
の
で
あ
る
。

5:
1時
^1
的
«
歸
_

沭
變
的
彈
ガ
性
パ
ジ
 
'0!

,
、;>
'
:
. 一
 

k
績

：：

パ
 

ぐ
：.：.
へ
：

,
.

I.

.
、

: 

.:::

;
.
;
; 

. 

r
,
s
p
h
l
^
z
;
:
^
^

::
,
n
s
t
m'
s
:'
R
-^;
L
a
w
s 

of D
e
m
a
n
d
,

 

s
d 

.
5
1
1

哆
5

,
に
#
て
求
;^
產

..
|
!
|
的
需
要
法
則
は
^
還

；
の

如

ぺ

何

れ

も
 

消
費
量
と
®
邾
4
の
間
に
直
線
的
關
係
ある
%
の
と
‘
して
描
か
れ
た
,0
、
斯

く

てそ
れ
ょ
ゎ
算

出

さ

れる
彈
カ
性
は
曲
線
上0
各
點
に
於 

顏

t

異
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。.
f

に
彼
f

の
後
に
發
氣
し
$

論
^

^

、
^

1

1

^

1

1

.

 

弾
力
性」

cltant-elasticia.

を
示
す
需
要
法
則
を
求
め
た
點
に
於
て
注
目
に
値
す
る
o:

，卿.

ち
^
の
, ^

法
に
就
て
見
‘

に
、
上
記
の
各
方
法
が
何
れ
も「

時」

な
る
要
素
を
表
商
か
ら
抹
殺
し
た
に

對
し

、

新
た
に
採
用
さ
れ
た 

方
法
に
於
て
は
ヒ
の
要
素
が
明
岛
に
労
程
式
に
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

. 

，

,(

訪)
Dertsinn

D-'er St/Nachfrâ
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